
条例に定める指定の要件等 審査項目

３
　利用者の意思及び人権を尊
重し、常にその立場に立った
サービスが提供できること
（条例第19条第３項第３号）

①利用者・利用者ニーズ
　の把握

②個人情報保護・情報
　公開の考え方

③人権尊重の考え方

④障害者等への考え方

⑤広報・モニタリング
　計画

４
　効果的かつ効率的な管理を
実施できること
（条例第19条第３項第４号）

①開園時間及び休園日
　の考え方

②人員配置、人材育成
　の考え方、研修計画

③利用料金の考え方

④苦情対応の考え方

⑤非常時対策

企画提案書の概要

①安定的な経営資源

②財務規模、組織状況

③事業実績

①管理の基本方針

②平等利用・安全の確保

１
　事業計画が市民の平等利用
その他の観点から適切なもの
であること
（条例第19条第３項第１号）

施設名称：堺市立農業公園「加工体験施設」 申請団体名：株式会社 堺ファーム

【市として求める目標・水準】　①農産物収獲体験事業開催件数、②入園者数、③利用料金収入、④園内イチゴ摘み体験利用者数　　　　　　　　【凡例】　条例…堺市立農業公園条例

２
　事業計画を確実かつ安定的
に実施するに足りる経理的基
礎その他の経営に関する能力
を有すること
（条例第19条第３項第２号）

企画提案書に示された内容の概要

　「農業の振興および市民文化の向上」、「効果的かつ効率的な経費縮減」、「安全・安心で適正な施設設備の維持管理」など
全１２項目にわたる基本方針を提示

(1)公の施設として公平・公正・平等な利用の確保
(2)ユニバーサルデザインの考え方を実践
(3)安全確保
　ア　施設点検および保守管理の徹底　　イ　食品の安全　　ウ　熱中症対策　　エ　（動物由来の）感染症対策
　オ　感染症予防

(1)人　員　　　適材適所への配置
(2)物　資　　　長期的視点による維持管理と施設等の長寿命化を推進
(3)金　銭　　　施設の耐用年数を把握し適正な修繕費予算を策定
(4)資　格　　　有資格者による管理運営
(5)ノウハウ　　平成１２年以来の管理実績、経営資源の中でも最上位に位置付けて研鑽と蓄積に励む

(1)貸借対照表　指定管理㈱堺ファームとしての株式資本は２５，６２１千円、自己資本率は４８．４％
(2)損益計算書　指定管理業務において平成２６～２９年度の全期間において営業黒字を達成
(3)組織状況　　農業公園の管理運営をおこなう㈱ファーム及び㈱ワールドホールディングスグループの傘下

(1)空中アスレチック（新設）
(2)バウムクーヘン店舗（新設）
(3)野外ＢＢＱエリア（新設）
(4)お泊りキャンプ
(5)みのりの丘（バイキングレストラン事業）
(6)キッチンカー
(7)水合戦イベント
(8)ドッグフリー
(9)ワンちゃんショー

(1)ご意見箱の設置、アンケート・ヒアリング調査、ウェブページによる意見募集を実施
(2)利用者ニーズは定期的にモニタリングし、管理運営に反映

［個人情報保護］
(1)「個人情報保護法」「堺市個人情報保護条例」を遵守
(2)個人情報保護・管理体制の強化
(3)堺市立農業公園「加工体験施設」の管理に係る「個人情報保護規定」を遵守
［情報公開］
(1)「堺市情報公開条例」を遵守
(2)『指定管理者が管理運営を行う公の施設堺市立農業公園「加工体験施設」に関する情報公開規定』を遵守

(1)公の施設を管理運営する立場と、雇用する立場の双方において「すべての人が尊重される社会づくり」をめざした人権教育
(2)人権問題について分野別に取組み

(1)「心地よさ」を追求し、五感で楽しめる施設づくり
(2)ユニバーサルデザイン７原則（公平性、自由度、単純性、明確さ、安全性、持続性、空間性）を意識した管理運営
(3)障害者向け体験教室、入園料割引、施設優先利用などを実施

(1)広報計画　　　　　　　ＨＰのリニューアル（スマートフォン版）、パブリシティの獲得、公式SNSの活用
(2)モニタリング計画　　「誰に」「何を」「どのように」を見据えた効率的な広報活動

(1)開園時間
　ｏ利用者ニーズや時間帯別利用者数を勘案した営業時間を設定し、堺市の承認を受け決定
　ｏ春・夏休み期間は平日も利用者が多くなるため、営業時間を３０分延長
(2)休園日
　ｏ繁忙期は無休にて営業し、閑散期は元旦と週１日程度の休園日を設定
　ｏ休園日には施設点検や修繕などを実施

(1)人員配置
　ｏ管理運営に必要な有資格者の適正配置
　　・加工体験試食室《食品衛生責任者　１名》　公衆衛生学・衛生法規・食品衛生学に基づいた管理業務
　　・牧舎《動物取扱責任者　１名》動物の愛護および管理に関する法律に基づく業務　等
(2)人材育成の考え方
　ｏ積極的に外部講習会などへの参加を推奨、接客サービスを含むすべての管理運営業務のレベルアップ
(3)研修計画
　ｏ階層別研修（グループ企業研修、年１～２回）、管理業務研修（年１回）、運営業務研修（年１回）

(1)運営の維持及び利用しやすい料金設定を心掛け、堺市長の承認を得て決定
(2)当面は、利用者の混乱を避けるため現行料金（大人９００円、こども５００円、シルバー６００円など）を継続

(1)利用者のご意見・苦情は管理運営に対する改善改良点のヒントであり期待の表れと受け止め、誠意と感謝の念を持って迅速
　に対応
(2)未然防止として、職員の接遇研修、接客マニュアル・利用者説明マニュアルの整備、園内危険箇所チェックなどを実施

(1)自然災害（地震・台風）・事故（火災）・事件（盗難）の防止措置と発生時の対応手順を策定
(2)緊急時の体制・対応について整備
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条例に定める指定の要件等 審査項目 企画提案書に示された内容の概要

７
　管理経費の縮減が図られる
こと
（条例第19条第３項第７号）

①経費削減の考え方・
　方法

②収支計画

■適正な管理運営の確保に関する目標（農産物収穫体験事業開催件数）
　　　　　　　　　　　　　 ３１年度　　　３２年度　　　３３年度　　　３４年度　　　３５年度
　　市として求める水準 　 　１５件　　　　１５件　　　　１５件　　　　１５件　　　　１５件
　　指定管理者の提案目標 　 １５件　　　　１５件　　　　１５件　　　　１５件　　　　１５件

■利用者サービスの向上への取組に関する目標（入園者数）
　　　　　　　　　　　 　　３１年度　　３２年度　　３３年度　　３４年度　　３５年度
　　市として求める水準　 　420,000人　 440,000人　 460,000人　 480,000人　 500,000人
　　指定管理者の提案目標　 420,000人　 440,000人　 460,000人　 480,000人　 500,000人

■収支に関する目標（利用料金収入）
　　　　　　　　　　　 　　３１年度　　３２年度　　３３年度　　３４年度　　３５年度
　　市として求める水準　 　244百万円　 256百万円　 268百万円　 279百万円　 291百万円
　　指定管理者の提案目標　 244百万円　 256百万円　 268百万円　 279百万円　 291百万円

■その他の目標（園内いちご摘み体験利用者数）
　　　　　　　　　　　 　　３１年度　　３２年度　　３３年度　　３４年度　　３５年度
　　市として求める水準　 　 4,700人　 　4,700人　 　4,700人　 　4,700人 　　4,700人
　　指定管理者の提案目標　  4,700人　 　4,700人　 　4,700人　 　4,700人 　　4,700人

◇　達成の方策
(1)野菜収穫体験、田植え体験等を計画
(2)動物ふれあい広場の施設整備・拡張と新しい動物の導入
(3)空中アスレチック導入による新たな客層開拓・団体の集客強化（民間エリア）
(4)野外炊事場の利用促進に伴う整備計画（民間エリア）
(5)ドッグフリーの導入・ドッグイベントの強化による集客（民間エリア）
(6)園内いちご摘み体験の拡大

(1)足漕ぎボートの運営
(2)農業体験事業
(3)自家製品などの販売事業（ひだまり館、ふれあい広場フードハウス）
(4)乗馬体験

(1)南部丘陵地域に残された豊かな自然環境の保全及び活用
(2)都市住民が農業文化や自然に触れ、楽しむ場を提供
(3)環境に配慮した運営（視点…里地里山としての緑、市民生活を支える緑、原風景と未来の緑、クールダムとしての緑）

(1)自然環境プログラム
　ア　生き物観察　　イ　農業体験　　ウ　秘密基地あそび　　エ　野外料理体験　　オ　お泊りキャンプ
(2)近隣農家と連携した農業体験

(1)開園から１８年が経過し、施設の経年劣化による修繕や機器の更新が増加してくるため、施設の長寿命化に配慮した修繕
　計画を策定
(2)マルチスタッフによる業務効率化、委託・発注方法の見直し、クールビズなどによる光熱水費の節減など多様な取り組みを
　継続
(3)設備、機器の定期点検を実施し、故障を未然防止
(4)設備、修繕及び備品、消耗品の購入については、計画的に交換・修繕費を予算化
(5)㈱ワールドホールディングスグループのスケールメリットを活用
(6)水道光熱費の精査、園内管理のマルチスタッフ化（育成）、職員の部署間を越えた横断業務の推進

　　　　　　　　　　 ３１年度　　　　３２年度　　　 　３３年度　　　　３４年度　　　　３５年度
　　収入合計　　 　195,000千円　 　204,000千円　　　213,000千円　 　221,800千円　　　232,300千円
　　支出合計　　　 194,000千円　 　202,300千円　　　209,000千円　 　215,800千円　　　223,800千円
　　（収支）　 　    1,000千円　 　  1,700千円　　　  4,000千円　 　  6,000千円　　　  8,500千円

８
　前各号に掲げるもののほ
か、市長が定める要件
（条例第19条第３項第８号）

①障害者等就職困難者の
　雇用

②市内経済の活性化

③地域振興、地域ｺﾐｭﾆﾃｨ
　の醸成

④環境問題への取組

⑤市の施策に整合する取
　組実績等

６
　周辺地域の自然環境等を勘
案した運営ができること
（条例第19条第３項第６号）

①自然環境への考え方

②自然環境との共生の考
　え方

５
　施設の効用を最大限発揮さ
せることができること
（条例第19条第３項第５号）

①目標設定及び達成の方
　策

②自主事業の実施計画

(1)障がい者の雇用促進と連携を積極的に取り組み、よりよい施設管理運営と地域活性化に寄与
(2)平成３０年８月現在で１名雇用
(3)障がい者就労施設などからの物品調達の推進
(4)職場実習の受け入れ（特別支援学校、堺市障がい者就業・生活支援センター）

(1)『ヒト』地元人材の雇用推進、『モノ』地産地消によるものの流れ、『カネ』市内企業への発注・地場産業の活性化
(2)平成３０年３月現在の堺市住民の雇用状況　１５８人（７３％）
(3)市内団体・施設・企業などとの連携
(4)自家製品の園外販売（利晶の杜、各種イベントなど）

(1)地域住民ならびに地域コミュニティと協働し、自然・文化・歴史・産業・教育を地域とともに推進
(2)堺市主催イベントや地元イベントへの参加

(1)自然保護・保全に対する啓蒙活動（田植え・稲刈り体験など）
(2)省資源、省エネルギー（電力使用量、エアコンの設定温度、ＬＥＤ化、データの電子化、ペーパーレス）
(3)糞尿のリサイクル（堆肥化）

◎堺市内に本社・支店がある
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